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　料
理
に
使
う
基
本
の
調
味
料
に
、

砂
糖
、
塩
、
醤
油
や
味
噌
な
ど
が
あ

り
ま
す
が
、
沖
縄
で
そ
の
製
造
が
始

ま
っ
た
の
は
琉
球
王
国
時
代
の
こ
と
。

各
地
で
サ
ト
ウ
キ
ビ
畑
や
、
塩
を
作

る
塩
田
の
風
景
が
見
ら
れ
た
と
言
い

ま
す
。
ま
た
、
味
噌
や
醤
油
も
製
造

さ
れ
、
主
に
王
家
の
食
事
に
使
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
中
で
も
盛
ん
だ
っ
た

の
は
製
糖
業
。
糖
業
近
代
化
の
流
れ

の
中
で
、
大
型
の
分
蜜
糖
工
場
が
設

立
さ
れ
、
沖
縄
の
基
幹
産
業
の
一
つ

へ
と
成
長
し
た
の
で
す
。

　戦
後
、
沖
縄
が
ア
メ
リ
カ
の
統
治

下
に
置
か
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
食

品
産
業
に
も
大
き
な
変
化
が
あ
り
ま

し
た
。
手
軽
に
食
べ
ら
れ
る
食
パ
ン

や
菓
子
パ
ン
の
ほ
か
、
料
理
に
使
い

や
す
い
ハ
ム
や
ベ
ー
コ
ン
、
ポ
ー
ク

ラ
ン
チ
ョ
ン
ミ
ー
ト
な
ど
の
加
工
肉

を
製
造
す
る
企
業
が
次
々
に
創
業
。

こ
う
し
た
食
品
は
便
利
さ
か
ら
瞬
く

間
に
食
卓
に
取
り
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
沖
縄
ら
し
い
ア
レ
ン
ジ
が

加
わ
り
、
例
え
ば
、
ポ
ー
ク
玉
子
の

よ
う
に
、
沖
縄
を
代
表
す
る
料
理
の

誕
生
の
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
し
た
。

手
間
が
か
か
る
と
さ
れ
て
い
た
琉
球

料
理
の
レ
ト
ル
ト
食
品
の
登
場
な
ど
、

食
品
産
業
は
時
代
の
ニ
ー
ズ
を
如
実

に
反
映
し
て
い
る
の
で
す
。

当時は馬や牛の力でサトウキビを搾っていた！

手作業から
機械化へ

島産品愛用運動が
食品産業を後押し

伝統の味を
手軽に楽しむ商品を

これからの食品産業は健康意識＆AI導入

1950年代になると、沖縄では貿易が自
由化され、本土製品の輸入がスタート。
それに伴い琉球政府は産業振興計画を
策定し、生産者の意欲向上と島産品の
消費拡大のために「島産品愛用運動」の
取り組みをスタート。食品産業の発展
にもつながった。

日本遺産にも登録されている琉球料理
は、手間も時間もかかる料理というイ
メージが強いが、もっと手軽に味わえ
るようにと、沖縄ハム総合食品（株）は
1982年に琉球料理のレトルトパックを
製造・販売。その大胆な発想は大きな
話題となった。

「飽食の時代」と言われて久しい現代において、ここ数年の食のブームは「便利さ
の追求」「健康志向」へとシフト。それにより食品産業も電子レンジで加熱するだ
けで食べられるレトルト食品や冷凍食品の商品化に力を入れるようになった。
また、人手不足の解消と効率的な生産のためにAIを導入する企業も増加している。
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産業の歴史をひもとく年代記

県民の暮らしに密接に関わる

さまざまな産業はどう始まった？

その変遷と展望を紹介します。

時
代
の
豊
か
さ
に
合
わ
せ
て

発
展
す
る
食
品
産
業

味を守る！
製塩技術

沖縄の昔ながらの塩を
復活させる運動勃発
1972年に沖縄で適用された「塩業整備
臨時措置法」で新たな製塩方法が採用さ
れると、「塩の味が変わった！」と大騒
ぎに。そこで（株）青い海は昔ながらの
味の復活のため「沖縄の青い海とマース
を守る会」を結成。製塩方法を工夫し、
昔の味を取り戻した。

島産品を
大々的にPR

江
戸

儀
間
真
常
が
中
国
に
使
い
を
送
り
、

黒
糖
の
製
造
方
法
を
学
ば
せ
、琉
球
で

製
造
を
開
始
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13 2 沖縄の基幹産業の一つである製糖業は戦前から盛んに行われ、
戦後は生産量をより増やすために機械化が進められた。戦前の旧式製糖場（那覇市歴史博物館提供）

オキコ（株）はもとは瓦製造業だったが製パン業へと業種転向し
県民に知られる存在に。オキコ製菓工場（オキコ（株）提供）

赤マルソウ工場での醤油出荷作業（（株）赤マルソウ提供）
ジミー店舗では作り立てのパンやアップル
パイをそのまま店頭に並べる販売形式が
話題に。1976年頃の店舗（（株）ジミー提供）

戦前から戦後にかけて、沖縄各地では塩田が見られた。
戦前の那覇市前島の塩田（那覇市歴史博物館提供）

1966年、中城村の近代的な畜産処理施設缶詰ライン（沖縄県公文書館所蔵）

監修・山内昌斗（専修大学経営学部教授）

（沖縄県工業連合会七十年史より）（画像提供（株）青い海）（1982年8月17日 沖縄タイムス社提供）
那覇市に

こんな塩田が！

食品製造は
オートメーション
化が進む

画期的な
発想
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7 6美 ら 島 沖 縄 2024.6 美 ら 島 沖 縄 2024.66月4日～10日は「歯と口の健康週間」です
歯を見せて　笑える今を　未来にも イベント情報など

詳しくはこちら

6月4日～10日は「歯と口の健康週間」です
歯を見せて　笑える今を　未来にも イベント情報など

詳しくはこちら


